
○対称な図形 第3時 教科書Ｐ.１1～１2 （解答編） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
                               

 
 
 
 
 
 
(1) 三角定規を使って、対応する２つの頂点である頂点B と頂点F を結ぶ直線BF は、対称 

の軸アイと、どのように交わっているか、教科書のＰ11の下の図を使って調べましょう。 

 

☆頂点 B と頂点 F を結ぶ直線 BF は、対称の軸アイと、（垂直）に交わる。 
※「直角」は角の大きさを表す用語、「垂直」は直線の位置関係を表す用語です。正しく使い分けましょう。 

(２) 直線BG と直線FG の長さを、教科書のＰ11 の下の図を使って調べましょう。 

 

             直線BG→（ 2 . 3 ）㎝ 

             直線FG→（ 2 . 3 ）㎝ 

                           ※「同じ」ではなく「等しい」と表現しよう。 

 

☆直線 BG と直線 FG の長さは、（ 等しい ）。←適切な言葉を入れる。 

 

（3）点Ｈに対応する点Ｊ、頂点Ｃに対応する頂点Ｅなど、他の点については、（1）や（2） 

で調べたことと比べて、どのようなことがいえますか。 
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３ 前の時間に学習した線対称な図形の性質を、
図形㋑を使ってさらに詳しく調べましょう。 

 
 
・教科書Ｐ.１１を開いて学習を進めます。ただし、このページのプリントが終わるま

では、教科書Ｐ.１２は見ないようにします。 

・この学習プリントは、１枚目をやるときは、２枚目を見ずに学習を進めます。 

・物差しと三角定規を使うので、準備しましょう。 

 ここから学習スタート！ では、問題です。 

 学習を始める前の準備と注意です。 

 調べて考えよう！ 
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㋑のイメージ図 
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（例）同じようになっている。（同じ意味ならよい。） 

用語チェック！ 

用語チェック！ 
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（3）上でまとめたことは、いくつかの場合において、対応する2 つの点を結ぶ直線と対称の  

 軸の交わり方を調べたら、どの場合も同じことがいえますか。 

 

                            

 

（4）右の図は、直線アイを対称の軸とする線対称 

   な図形です。辺BC 上の好きなところに点М      

   をうち、点Мに対応する点Ｎをうちましょう。 

 

 

■練習問題 

ここで、教科書Ｐ.12 を開いて、 の1 番と2 番を、やりましょう。 

（1 番は、教科書の図を使って計測したり考えたりします。） 

1 ① 直線ＡＤの長さは、何㎝ですか。 （ 3 . 5 ㎝） 

  ②角Ｅの大きさは何度ですか。  （ 36 度） 

  ③直線ＢＦ、直線ＤＧと等しい長さの直線は、 

それぞれどれですか。直線ＢＦ→（直線ＥＦ ） 

直線ＤＧ→（直線ＣＧ ） 

  ④対称の軸は、直線アイのほかに何本ありますか。（ 4 ）本 

 

2 右の二等辺三角形ＡＢＣは、線対称な図形です。 

  ①二つ折りにしないで、対称の軸を引きます。どのような 

   ひき方があるか説明し、右の図にかきましょう。 

 

  

 ②対称の軸と辺ＢＣは、どのように交わっていますか。（ 垂直 ）に交わる。 

 ③点Ｄに対応する点Ｅを見つけて右の図の中にかきましょう。 
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 （1）、（2）、（3）のことから、線対称な図形における、対応する二つの点を結ぶ直

線と、対称の軸との関係について、正しい言葉を入れてまとめてみましょう。 

まとめ 
・線対称な図形では、対応する二つの点を結ぶ直線は、対称の軸と、（ 垂直 ）

に交わる。                                    
 
・この交わる点から対応する 2 つの点までの長さは、（ 等しく ）なっている。 

いえる。 
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用語に注意 

（例）頂点Ａと辺ＢＣの真ん中の点を結ぶ。 

教科書の図を使ってね。 
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